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三
、
連
携
の
強
化

定
期
的
な
支
部
組
織
の
会
合
、
年
次
総
会
に
よ
る
意
志
の
疎
通
と

懇
親
。以

上
の
如
く
、
ま
だ
な
に
一
つ
「
医
史
料
収
集
、
保
存
管
理
」
に

つ
い
て
実
施
し
て
お
ら
ず
、

一
応
提
言
を
の
べ
た
が
、
結
論
は
日
本

医
史
学
会
の
方
針

・
方
法
等
を
参
照
す
る
し
か
適
切
な
道
は
な
い
。
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北
陸
地
方
に
お
け
る
医
史
料
の
保
存
、

管
理
の
概
況
に
つ
い
て

日本医史学雑誌、

畑

寺

喜

朔

医
史
学
分
野
の
研
究
に
関
わ
っ
て
以
来
、
筆
者
の
体
験
か
ら
み
て
、

医
史
料
の
収
集
、
保
存
管
理
の
現
状
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
北
陸
地

域
を
中
心
に
概
要
を
述
べ
る
。

一
、
医
育
機
関
で
は
、
金
沢
大
学
医
学
図
書
館
が
保
存
す
る

『古
医

書
』
は
、
貴
重
書
と
し
て
保
存
管
理
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
史
料
室

で
公
開
展
示
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
一
年
に
一
九

O
O年
以
前
の

和
洋
書
を
追
加
整
理
し
、

『古
医
書
目
録
』
、
後
年
明
治
期
の
和
洋
書

を
追
加
整
理
し
、

同
目
録
の

『補
遺
版
』
を
発
刊
し
て
い
る
。
問
題

点
は
、
大
半
の
図
書
館
員
は
古
医
書
の
保
存
意
義
に
無
関
心
で
あ
り
、

教
育
指
導
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
筆
者
が
非
公

式
な
意
見
等
述
べ
て
い
る
が
、
将
来
後
続
の
適
任
者
も
し
く
は
組
織

の
編
成
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
公
的
図
書
館
で
は
、
金
沢
市
立
図
書
館
が
保
存
す
る
文
庫
に
、

『蒼
竜
館
文
庫
』
、
『藤
本
文
庫
』
が
あ
る
。
前
者
は
坪
井
信
良
の
実

家
で
あ
る
高
岡
市
の
佐
渡
家
旧
蔵
文
庫
で
和
漢
書
並
び
に
蘭
書
関
係

も
含
ま
れ
て
お
り
、
医
史
料
文
庫
と
し
て
極
め
て
優
れ
て
い
る
。
ま

た
、藤
本
文
庫
は
明
治
初
期
の
医
事
史
料
を
多
彩
に
収
蔵
し
て
お
り
、

き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
庫
は
、
同
図
書
館
で
は
近
世
資
料
室
と
し
て
別
棟
に

保
存
さ
れ
て
お
り
、
閲
覧
環
境
も
格
別
で
、
保
存
も
極
め
て
適
切
で

t
のフ
Q

。
一
方
、
石
川
県
立
図
書
館
に
は
、
医
史
料
と
し
て
纏
ま
っ
た
文
庫

な
ど
は
な
い
が
、
明
治
以
降
の
医
事
関
連
行
政
史
料
が
豊
富
で
あ
り
、

司
書
教
育
も
優
れ
て
い
る
の
で
、
検
索
作
業
は
能
率
的
で
あ
る
。

三
、
富
山
県
は
医
史
料
に
乏
し
い
が
、
近
年
高
岡
市
の
長
崎
家
の
好

意
で
江
戸
期
の
和
漢
書
な
ら
び
に
長
崎
浩
爾
宛
の
大
槻
玄
沢
の
書
状

の
調
査
研
究
が
可
能
と
な
り
、
過
去
五
年
間
、
関
係
各
位
に
よ
り
公

表
さ
れ
、
著
作
さ
れ
て
き
た
。
つ
い
て
は
、
仮
称

『長
崎
文
庫
』
の

保
存
管
理
に
つ
い
て
、
長
崎
家
と
相
談
を
重
ね
た
結
果
、
高
岡
市
中
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央
図
書
館
へ
寄
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
作
業
は
完
了
し
、
当
分

の
間
、
筆
者
と
図
書
館
長
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
長

崎
家
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
先
年
筆
者
に
よ
り
刊
本
、
写
本
に
分
げ

て
目
録
が
作
成
さ
れ

『医
謹
』
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

四
、
捨
て
ず
に
保
存
し
て
き
た
史
料
は
、
年
を
経
る
ご
と
に
見
直
す

と
、
い
よ
い
よ
捨
て
難
い
史
料
と
な
り
、
ま
ず
は
大
分
類
し
つ
づ
い

て
小
分
類
へ
と
、
個
人
史
料
を
目
下
整
理
中
で
あ
る
。

で
き
得
れ
ば
目
録
作
成
を
最
終
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
に
、
ま
ず
カ
ー
ド
作
成
か
ら
面
倒
で
も
始
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
つ
ぎ
に
重
要
な
こ
と
は
、
収
集
し
た
史

料
を
如
何
に
保
存
す
る
か
、
ま
た
、
管
理
す
る
か
で
、
徐
徐
に
家
族

に
家
庭
内
教
育
を
は
じ
め
、
協
力
さ
せ
る
方
向
が
得
ら
れ
る
よ
う
た

だ
今
努
力
中
で
あ
り
、
成
功
に
期
待
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

五
、
福
井
県
は
医
史
料
の
宝
庫
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
の
名
誉
会
員
で
あ
る
岩
治
勇
一
先
生
の
ご

協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
会
員
の
強
力
な
支
持

も
重
要
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ
せ
ね
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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「医
学
文
化
館
」
を
援
助
で
き
な
い
も
の
か

官日間

達

夫

田

日
本
医
事
新
報

Z
o
ω
∞2w
一
九
九
八
年
七
月
二
十
五
日
号
に
の

る
大
滝
紀
雄
氏
の
「
医
学
文
化
館
の
将
来
」
を
読
ん
で
驚
か
ぬ
者
は

い
な
い
だ
ろ
う
。
折
角
の
文
化
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
廃
館
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
今
、
こ
こ
で
積
極
的
に
手
を
打
た
ね
ば
徒
ら
に
悔
を
残

す
ば
か
り
だ
。

史
料
保
存
と
い
う
何
世
紀
に
も
亘
っ
て
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
事
業
に
は
経
済
的
な
援
助
は
当
然
と
し
て
、
啓
蒙
運
動
を
抜
き
に

し
て
は
片
手
落
ち
と
な
ろ
う
。
各
大
学
に
医
史
学
的
史
料
を
維
持
し

て
ゆ
く
熱
意
が
な
い
の
な
ら
、
上
記
「
医
学
文
化
館
」
を
医
史
学
講

座
を
も
た
な
い
医
学
部
の
史
料
保
管
所
に
で
き
な
い
も
の
か
。
各
教

室
に
、
ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
る
投
棄
寸
前
の
資
料
を
「
医
学

文
化
館
」
か
ら
定
期
的
に
全
国
の
各
大
学
を
巡
回
し
て
収
容
す
る
、

な
ど
の
方
法
が
講
じ
ら
れ
ぬ
も
の
か
。


